
日本橋歴史スタディ・鬼平十二番勝負・第 12回（全 12回） 

鬼平犯科帳の誕生 
 

                                     ２０１２年 12 月 18 日  安藤優一郎 
講演趣旨 

  池波正太郎の代表作・鬼平犯科帳の主人公長谷川平蔵の知られざる実像をお話します。 

 

１．鬼平死す 

（１）不遇の人生 

長期にわたる火附盗賊改兼務／火の車の家計／江戸っ子からの高い評価と同僚・上層部

からの厳しい評価 

（２）鬼平の死 

寛政７年（1795）５月６日、火附盗賊改御役御免／10日に死去、享年 50才／14日に名

代を通じて先手頭御役御免を願い、16日に許可／19日が公式の死没日／戒行寺に葬られる 

（３）その後の長谷川家 

  息子の山城守宣義も平蔵／先手頭を勤める／孫宣昭は御船手頭 

 

２．捕物帳の登場 

（１）半七捕物帳 

  神田三河町の岡っ引き半七親分／江戸のシャーロックホームズ／探偵小説の走り／作者

岡本綺堂は御家人の息子／新聞記者から作家に転身 

（２）銭形平次捕物控 

  神田明神下の岡っ引き平次親分／半七捕物帳的なものの執筆依頼／作者野村胡堂は岩手

の農民の息子／新聞記者から作家に転身 

 

３．鬼平犯科帳の誕生 
（１）池波正太郎が鬼平を書くまで 

  浅草生まれ／相場に手を出し、その軍資金で観劇に励む／戦後、下谷区役所に勤務しつ

つ、作家活動をはじめる／劇作家長谷川伸に師事／新国劇の座付作者のような存在に 

（２）鬼平を見出す 

  都職員を退職し作家専業／長谷川平蔵を発見／先代中村吉右衛門をモデルに鬼平犯科帳

を連載／鬼勘解由と呼ばれた火附盗賊改中山勘解由の存在 

（３）鬼平犯科帳と江戸文化 

  江戸切絵図や江戸名所図会の存在／歴史考証の確かさ／江戸の再発見 

 

講師紹介 

歴史家。文学博士（早稲田大学）。東京理科大学、ＪＲ東日本大人の休日倶楽部講師。著作

に『徳川将軍家のブランド戦略』新人物文庫（2012年１月）。『歴史を動かした徳川十五代

の妻たち』青春文庫（2012年６月）、『江戸っ子の意地』集英社新書（2012年５月） 


